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【支援の背景】 
電子機器を製造販売する為には，各国の規制基準をクリアする必要があります。EMC※規制にお

いても，CISPR，IECという国際規格が定められており，国内でも，情報処理装置についての自主

規格「VCCI」や，医療機器に関する JIS規格が定められております。また，2010年 10月から VCCI

規格の試験周波数が 6GHzまで拡大されるなど，EMCに関する規制は，今後ますます強化される方

向にあります。 

※EMC とは，Electro-Magnetic Compatibility(電磁環境両立性)の略語であり，機器が電磁波に

よる影響を周囲の機器へ与えず，自身も周囲の機器などが与える電磁波による影響を受けない

という，以下の性能を満足することです。 

・エミッション性能：電子機器から出る不要電磁波(ノイズ)を抑えること 

・イミュニティ耐性：電子機器が外部からのノイズで誤動作しない耐性をもつこと 

 

【支援内容】 
当センターでは，従来から電子機器 EMC

規制に関する評価，対策支援を行っており

ます。本年度もフェライトコアやラインフ

ィルタ，ノイズ抑制シートなどの各種ノイ

ズ対策部品の選定や，サーチコイルを用い

たノイズ発生源の特定などの技術支援を

行いました。また,2010年 5月から新たに

GHz 帯対応小型電波暗室（図 1）及び試験

設備の稼動が始まり,新規格への対応も可

能となりました。今後も，EMC に関する試

験・対策・評価を低コストに提供するとと

もに,受託研究やセミナー等をとおして，

企業の製品開発にかかわる支援を行って

まいります。電磁ノイズでお困りの方，ぜ

ひ当センターまでご相談ください。 

 

 
【支援事例の紹介】 

右図は，当センターの試験設備をご利用

された企業の製品例です。 

ポータブルレントゲンシステム（図 2）等

の EMC 規格(VCCI 等)適合確認について測

定・対策支援を行いました。 
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図 1 GHz対応電波暗室 

図 2 ポータブルレントゲンシステム 
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バッテリー内蔵でコンパクトなレントゲン撮影装置で
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